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 第 1 章においては、欧米型アーツマネジメントの定義と歴史的変遷を提示するため、社会的包摂が
欧米における政策的課題として検討されるに至るまでの社会的背景に言及したのち、イギリスのコミ






































































































けとなるコミュニティ・アーツマネジメント論の研究は、 米国のN. Gibans “The Community Arts 
Council Movement”(1982)などを嚆矢とし、1980年代に本格化した。オーストラリアでは英国のコミ































 第１章「既存のコミュニティアート 〜 イギリスとオーストラリアを事例として」では、政策面で
の展開が丁寧に記述されている。最初の社会的包摂の概念の提示のあと、イギリスのコミュニティア
ートとオーストラリアの文化政策である CCD の成立過程を 6 つの実践事例を通して言及することで、
社会的包摂を視野に入れたアートの活用事例が 1990 年代に急増するに至った状況を説明している。
そのなかで、欧米におけるコミュニティアートは多様な社会的問題に向き合い、その解決の一助とし
ての実践事例として読み取れることが明らかとなった。そして、支援形態が政治経済の動向によって
大きく左右され、そういった危機に対応することのできる実務家の要請や対案は少なく、継続的な運
営基盤の構築を阻害する状況が頻発して実務家を疲弊させるという結果になりがちであることから、
評価体制の確立と実務家の満足度をはかる視点が必要であることを指摘した。この指摘は概ね正しい
が、これらの政策展開の基礎となった社会的包摂概念の歴史的な展開と施策との関連についての記述
が浅いのが惜しまれる。 
 第２章「タイにおけるコミュニティアートの先行事例」では、主にバンコクで展開されてきたオル
タナティブ系のコミュニティアートの先例が紹介されている。「先行研究」といえば、当該対象に関
連する研究史の記述とその批判的紹介が中心となるが、本論文では実践研究として執筆者自らがアー
ツマネジメントを行っていることから、その実務と結果もまた本論文のなかに取り込まれることとな
り、先行事例の紹介・批判が論理展開のための必要不可欠なプロセスとなる。本章では先進事例２点
に焦点をあて、1990 年代前半からの、社会的要請に向き合いながら積極的にアートを活用してきた
状況を浮き彫りにしながらも、運営に計画性がなかったこと、事業にかかわる者のリテラシーの不足
を指摘している。また、当時のアートマネージャーの多くが海外（欧米）での教育を受けており、ア
ングロサクソン系のアーツマネジメントの方法をタイの現実のなかに適用するときに生じる乖離を
ここに指摘しているのは、本論文全体のテーマに直接繋がる議論を具体的に召喚した初出の場面とな
っており、先行事例・研究に関する総括する場として相応しい位置取りを形成している。 
 第３章「プーケットの災害復興過程におけるアートプロジェクトの実践」では、論文執筆者自らの
アーツマネジメント企画・実践の記録とその自己評価からなっている。2004年12月に起こったスマ
トラ沖大地震はプーケットの島々を津波で呑み込み、多数の犠牲者を出したのは周知の通りである。
その復興の過程で経済原理主義ともいえる多国籍企業の介入が、被災以前よりさらに貧富の格差や環
境の劣化を生んでいると断じる論文執筆者が、地域社会の分断を和らげ、よきコミュニティのアイデ
ンティティを回復させるべくアーツマネジメントを企図した。本章ではその具体的なプロセスが詳し
く記述されている。プロジェクトの核となるアーティスト・イン・レジデンスが地域住民との接点を
作り出し、アートを媒介とするコミュニケーションを誘発したが、その効果が限定的であり文化を公
共化することには失敗したと反省的に述べられている。執筆者による企画ではアーティストが概ねタ
イ人ではなく日本人であったこと、そもそも芸術的素地のない地に現代アートをもってきたことなど、
設定にかなりの無理があったゆえに、失敗という結果は不思議ではない。 
 第４章「プーケットにおける教育機関を核としたコミュニティ再構築」では、第３章で取り上げた
活動の反省の上にたって、社会的課題をもつコミュニティにおける持続的なアーツマネジメントの方
策を探るプロセスが描かれている。その場所はプーケットの高等学校である。アメリア・アレナスの
鑑賞教育と体験学習法に基づいたワークショップを展開し、アートを通してコミュニティを再発見す
るプロセスを、生徒・教員の協働を通して取り組んだ結果、保護者や地域住民へと輪の広がってゆく
状況を報告し、学校がアーツマネジメントにとって有効な場となることを実証した。第３章、第４章
において津波被災地であるプーケットにおける社会包摂的アーツマネジメントを試みたわけである
が、現代アートという先端的な表現領域をメディアとして用いたため、必ずしも社会的成功には至ら
なかったが、逆に柔軟な感受性をもつ高校生にはフィットし、弱者に寄り添う心理を芽生えさせると
いう効果を生んだことが一条の光を感じさせる。 
 第５章「バンコクの都市空洞地におけるコミュニティアートの実践」は、バンコク市内にある社会
的停滞地域（貧困地区を含む）における住民の社会実践を観察し、そのプロセスと結果を考察したも
ので、本論文における事例研究の中核的部分をなしている。対象地であるナンロン地区は 19 世紀末
から第２次世界大戦終了時まで経済的に隆盛を極めた地区であるが、他地区のインフラ整備が進んだ
ことなどから 20 世紀末にかけて衰退の一途をたどった。しかし、芸能などの豊富な文化資源を有し
ていたことから、それを活用した住民による再活性化運動が 21 世紀になって始まり、その中心とな
った住民リーダーの様態を本章では詳細に論じている。主たるアクターが住民であることにこの活動
の強みが見出され、リーダーの資質や行動様式を詳細に論じることを通して、コミュニティの特徴が
浮き彫りとなっている。 
 第６章「バンコクの都市空洞地における演劇を用いた避難訓練ワークショップ」は、執筆者自身の
企画による演劇的手法を用いたナンロン地区での防災ワークショップの記録・分析である。住民が災
害時において災害弱者となりうる現状に着目し、演劇のもつ気づきの力を援用することによって、コ
ミュニティ・エンパワメントになり得る可能性が検討されている。また、本章の後半ではバンコクで
のコミュニティ・アーツマネジメントを確立していくための課題が挙げられている。それは経済的支
援、実務家養成システムの欠落と今後の方策を論じたもので、ナンロンでの実践に基づいた提言は説
得力のあるものとなっている。 
 第７章「タイにおけるアーツマネジメントの可能性」では、各章のまとめとともに、本論文の目的
である、社会の中におけるアートの役割を明確にするとともに、社会の持つ潜在能力の向上を支援し
ていくための方法論が集中的に論じられている。それは欧米型アーツマネジメントを超克し、タイの
社会的環境に即したマネジメントの提案である。インフラの部分では前章で触れられた経済的問題の
解決、ラチャパット大学（教育大学）の全国ネットワークを利用した人材育成プログラムであるが、
そういった提言は、従来から指摘されているように（中川 2013）、欧米型アーツマネジメントをタ
イの現状に即してカスタマイズする方向であり、折衷形を志向するものである。そこから脱し、タイ
独特のアーツマネジメントの方法を構想しようというのが本章第５節「タイ型アーツマネジメントの
手法構築に向けて」であり、本論文の当初の研究目的に対する応答となっている。ここではタイ社会
が伝統的にもつ共助に基づく人間関係資本（社会関係資本）に着目し、それを活かす形でのアーツマ
ネジメントの方策が既に各処に見えるとして、実例を挙げながら有効性が論じられている。その際に、
寺院のもつ社会的機能に着目するとともに「積徳行」という行為のなかに伝統的共助を見出し、それ
がアーツマネジメントに援用できるとしている。そして伝統的な問題解決手法を現代社会に適応する
形で高度化させることによってタイ型アーツマネジメントの方法が生まれるとして本論文を閉じる。 
 本論文は、大学における研究や教育のあり方が多様な角度から論じられるなかで、大学知と市民知
を融合させ、社会問題解決型の理論を提起するために、現実の様々な社会的課題（貧困、性差別、被
災、障害等）の現場に実践家として果敢に入り込み、幾多の失敗をくぐり抜けながら、市民に寄り添
う形でのアーツマネジメントの手法・方法を生み出そうとしてきた苦闘の記録であり、執筆者の忍耐
力や信念には敬意を表するものである。特に、社会的包摂に焦点をあてたアーツマネジメントのあり
方を論じて、流行のアートや収益性の高いアートをマネジメントするのではなく、新自由主義的な政
策や、多国籍的企業の振る舞いによって生じている世界的な格差や歪みに対して、アートのもつ諸特
性を活かしながら弱者と真摯に向き合うためのマネジメントを追究しようという点で、社会的・倫理
的に高い意味と価値をもつ研究であると評価できる。特にそのプロセスを詳細に論じたところは、後
学者の大いに参照すべき点であろう。また、単なる従来型アーツマネジメントのカスタマイズではな
く、伝統知のなかからタイ型アーツマネジメントの方法を掘り出そうとする姿勢も、アーツマネジメ
ント研究の領域では独創的であり、後学に対して一定の影響力をもつものと思われる。 
 しかしながら、先行研究・実践の極めて少ない領域であるがゆえの、不十分な点も散見される。全
章を通じての一貫した論理性に若干弱く、ときに枝葉末葉に議論が流れて、核心的な課題が見えにく
くなっているという構成上の問題がある。アーツマネジメントは、企画、ファンドレージング、交渉、
広報、実施、アウトリーチなどといった極めて広範囲な領域にわたる活動であり、論文執筆者の提示
したタイ型アーツマネジメントの方法といえども、その全体をカバーする体系的な姿を提示したもの
にはなっていない。また、アートを社会問題解決の教育の場面で使おうとしていることが多いように
見受けられるが、アートをツールとして合目的的に用いるのは、アートが本来もっている自律性から
すると矛盾するのではないかという指摘も出てくる。アートの自律性を担保しながらアートを何らか
の目的に用いること、しかも本論文では療法（セラピー）ではなく、あくまでもアート的表現を重視
している場合には、なおさらこの点についての意識的な考察が必要であり、そういった問題への解決
策が明示されているとはいえない。ただ、これは論文執筆者だけではなく、課題解決型のアーツマネ
ジメントの研究者全体に問われている一般的かつ重要な問題でもあり、今後の学会内での更なる議論
が俟たれる点でもある。別の観点としては、コミュニティの再構築をめざす議論のなかで、タイのコ
ミュニティそのものへの理解が未だ浅いことが指摘される。特に「積徳行」といったタイ仏教の概念
に触れたりしている点、タイ仏教における僧侶と民間人との関係などについての理解に乏しく、それ
が社会関係資本の土台になっているという議論は説得力の弱いものとなっている。さらに、「コミュ
ニティや若者（住民）のアイデンティティ」という場合のアイデンティティに関する厳密な定義づけ
が行われておらず、議論の焦点が合っていないところが散見されるなどの欠点をもっている。しかし、
以上の弱点をもちながらも、前記したように、アーツマネジメント研究のなかにおいて未知の領域に
取り組み、その問題点、課題、解決方法を丹念に記述したことは大いに評価される。以上の所見によ
り、本論文は、大阪市立大学博士(文学)の学位を授与するに値するものと認められる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
